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主な議案内容 

３３月定例会月定例会３月定例会３月定例会

　３月定例会では、議案３５件が審議され、このうち３４件が原案のとおり承認・同意・可決、１件

が修正可決となりました。（修正関連はＰ４～５に詳細を掲載）

　陳情２件はいずれも継続審査、議提２件は原案のとおり可決されました。

「自然と暮らしが調和する持続可能な美しい都

市（まち）にかほ」の実現に向けた景観形成や

景観誘導を計画的に進める。景観形成に関する

施策、景観審議会などについて定めている。

新型コロナウイルス感染症の影響拡大を受け、

従来の通常枠２，０００万円に加え、新たに特別

枠で１，０００万円の融資を設け、緊急に支援が

必要な企業への融資をあっせんするための条

例改正。

組織再編の主な内容

・ガス事業譲渡に伴い、水道事業を農林水産

　建設部に所管替えし、建設課所管の公共下

　水道事業及び農業集落排水事業と統合して

　上下水道課とする。

・観光推進を図るため、スポーツ振興課と象

　潟・金浦Ｂ＆Ｇ海洋センターを教育委員会

　から市長部局商工観光部に所管替えする。

国民健康保険法等の一部改正及び不測事態に備

え、基金を処分できる範囲を広げるための一部

改正。「国保事業納付金への不足額の財源」「そ

の他やむを得ない理由により、国保事業の費用

が不足する財源」に充当できるようにする。

一般会計予算は、原案147.51億円を約147.39億

円に修正可決（一部事業関連を減額）。第２期

にかほ市まち・ひと・しごと創生総合戦略の主

要施策を積極的に推進する予算が計上された。

Ｐ１８～１９特集ページで各議員が注目する予算

を掲載。

令和２年
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議案・賛否一覧 議案35件（第１～35号）、陳情２件（第１～２号）、議提２件（第１～２号）　　　　　　　
○は賛成　●は反対（※議長は表決しない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
齋
藤
 

光
春

佐
々
木
孝
二

小
川
 

正
文

伊
東
 

温
子

齋
藤
 
 

聡

齋
藤
 
 

進

森
 
 

鉄
也

渋
谷
 

正
敏

佐
藤
 

直
哉

宮
崎
 

信
一

佐
藤
 

治
一

佐
々
木
正
勝

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

伊
藤
 

竹
文

佐
藤
 

文
昭

菊
地

衛

佐
藤
 

元
※

1
令和元年度にかほ市一般会計補正予算（第9号）の専決処分の報告
及びその承認（専決第1号）

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

意同薦推の者補候員委護擁権人2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

3 組織再編に伴う関係条例の整備に関する条例制定 可　決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ -

4 にかほ市監査委員条例の一部を改正する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

5 にかほ市行政不服審査関係手数料条例の一部を改正する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

6
にかほ市国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例制
定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ -

7 にかほ市特別導入事業基金条例を廃止する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

8 にかほ市立学校給食共同調理場条例の一部を改正する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

9
にかほ市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例制定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

10 にかほ市農業関連施設条例の一部を改正する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

11
にかほ市道路占用料徴収条例及びにかほ市行政財産使用料徴収条
例の一部を改正する条例制定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可定制例条む育り守を観景のほかに21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

13 ガス事業譲渡に伴う関係条例の整備に関する条例制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

35
にかほ市中小企業振興資金融資あっせんに関する条例の一部を改
正する条例制定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

14 市道路線の廃止　堺田・屋敷田線の一部 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

15 市道路線の廃止　藤掛2号線 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可渡譲償無の産財有市61 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

17 令和元年度にかほ市ガス事業会計資本金の額の減少 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可れ入繰のへ計会別特業事道水下共公市ほかに81 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

19 にかほ市農業集落排水事業特別会計への繰入れ 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

20 一般会計(第10号) 884,069千円増額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

21 国民健康保険事業特別会計事業勘定(第3号) 91,983千円増額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ -

22 国民健康保険事業特別会計施設勘定(第3号) 235千円増額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

23 公共下水道事業特別会計(第4号) 38,913千円減額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

24 農業集落排水事業特別会計(第4号) 1,071千円減額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

25 ガス事業会計(第5号) 収益的収入500,000千円増額

資本的収入11,859千円減額
可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

26 水道事業会計(第4号) 資本的収入6,326千円増額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

一般会計（修正案） ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● -

一般会計（修正部分を除く原案） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ -

決　可定勘業事計会別特業事険保康健民国82 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ -

決　可定勘設施計会別特業事険保康健民国92 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可計会別特療医者齢高期後03 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可計会別特業事道水下共公13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可計会別特業事水排落集業農23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可計会別特算清業事スガ33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

決　可計会業事道水

11,721千円減額

14,739,279千円

2,637,514千円

73,162千円

329,304千円

1,276,491千円

436,764千円

2,021,746千円

収益的収入618,457千円43 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

1 最低賃金の改善と全国一律制にすることを求める陳情 継続審査

2
公立学校に「1年単位の変形労働時間制」を導入する条例制定に反
対する陳情

継続審査

1 にかほ市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

2 市長の専決処分事項の指定についての一部改正について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議席番号

結　果件　　　名番号

人事案件

専決処分の報告・承認

条例の制定・一部改正

陳情

議提

令和元年度補正予算

単行議案

令和2年度予算

決可正修72
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お詫びと訂正　前号（第61号）5ページの賛否一覧表中、議提第11～16号の議決結果が「採択」となっておりましたが、正しくは「可決」でした。お詫びして訂正いたします。
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土地取得と造成に関する

予算額１，１７２万１千円

議案の
修　正

一般会計予算を修正して可決

本

会

議

予 算 審 査 の 流 れ

市長が予算案を議会（本会議）へ提出

本

会

議

一般会計予算特別委員会へ付託

⼀
般

会

計

予

算

特

別

委

員

会

産業建設小委員会へ分割付託　詳細に審査　⇒修正 

産業建設小委員長が審査結果を報告（修正）

質疑・討論 Ｐ５討論の詳細

議案採決　⇒修正

一般会計予算特別委員長が審査結果を報告（修正）

質疑・討論

議案採決　⇒修正 Ｐ３賛否⼀覧

※所定の発議要件のもと、議員から修正

　動議を提出することもできる。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
案
か
ら
、

Ｊ
Ａ
上
郷
・
赤
石
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

移
転
に
関
す
る
予
算
を
減
額
す
る
。

・
土
地
登
記
委
託
料　
　
　
　
　

30
万
円

・
土
地
造
成
工
事
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
２
万
３
千
円

・
公
有
財
産
購
入
費　

８
１
９
万
８
千
円

　

当
該
予
算
は
上
郷
地
区
の
住
民
生
活
と

密
接
な
案
件
で
あ
り
な
が
ら
、
市
の
実
施

計
画
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
去
る
２

月
13
日
開
催
の
説
明
会
で
も
、
ま
た
２
月

20
日
本
会
議
で
の
当
初
予
算
説
明
に
も
な

か
っ
た
。
付
託
さ
れ
た
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
の
現
場
踏
査
で
初
め
て
説
明
が
あ

っ
た
が
、
予
算
特
別
産
業
建
設
小
委
員
会

の
審
査
の
中
で
納
得
で
き
る
説
明
も
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

小
委
員
会
審
査
の
過
程
で
は
、
場
所
の

選
定
に
つ
い
て
、
上
郷
地
区
自
治
会
長
会

か
ら
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
果
た

し
て
そ
の
土
地
が
上
郷
地
区
の
住
民
の
方

々
の
納
得
の
い
く
場
所
な
の
か
、
上
郷
地

内
に
残
す
べ
く
検
討
の
余
地
は
な
い
の

か
、
ま
た
、
費
用
の
面
か
ら
も
他
に
合
理

的
な
場
所
が
な
い
の
か
等
の
疑
問
も
多

く
、
上
郷
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
閉
鎖
の
予

定
時
期
ま
で
は
ま
だ
時
間
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
再
度
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ＪＡ－ＳＳ（上郷・赤石ガソリンスタンド）廃止

ＪＡ－ＳＳ移転

移転用地（にかほ市象潟町字林の下）を

にかほ市が取得・造成

ＪＡ－ＳＳへ賃貸
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一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　

一
般
会
計
の
決
算
・
予
算

は
本
会
議
か
ら
特
別
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
さ
ら
に
小
委

員
会
へ
分
割
付
託
さ
れ
て
い

る
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
各

小
委
員
長
の
報
告
に
対
し
て

質
疑
す
る
形
で
審
査
さ
れ
る
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
予
算

小
委
員
長
質
疑　

齋
藤
光
春

【
質
問
】
旧
上
郷
小
校
舎
の

活
用
に
関
し
て
、
形
が
見
え

に
く
い
。
３
年
間
総
額
で
１

億
５
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

経
費
を
か
け
る
。
2
、
3
年

目
、
国
・
県
の
交
付
金
が
な

く
て
も
続
け
る
覚
悟
な
の
か
。

地
域
の
方
た
ち
と
活
性
化
も

含
め
た
事
業
と
し
て
話
し
合

い
が
さ
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】（
財
源
に
関
す
る
）

質
問
は
小
委
員
会
で
は
な
か

っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
地

域
の
方
も
来
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

【
質
問
】
平
沢
小
学
童
保
育

移
転
の
件
、
空
き
教
室
を
活

用
す
る
よ
う
な
検
討
は
あ
っ

た
の
か
。

【
答
弁
】
学
校
校
舎
だ
と
管

理
が
困
難
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
予
算
に
対
す
る
修

　

正
案

　
　
　

※
議
決
結
果
は
可
決

賛
成
討
論　
　

佐
々
木
正
勝

　

上
郷
で
は
「
現
状
地
を
希

望
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」

の
強
い
思
い
が
あ
る
こ
と
を

受
け
と
め
る
。自
治
体
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
上
郷

地
内
に
残
す
べ
き
方
策
及
び
、

市
有
地
活
用
の
検
討
も
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

関
連
予
算
を
減
額
す
る
修
正

案
に
賛
成
。

賛
成
討
論　
　

佐
藤　

文
昭

　

Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
入
り
な

が
ら
、
な
ぜ
議
会
に
対
し
て
、

当
初
予
算
計
上
ま
で
に
説
明

が
な
か
っ
た
の
か
。
理
解
に

苦
し
む
。
委
員
会
で
も
納
得

で
き
る
説
明
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

建
設
土
地
、
費
用
、
ほ
か

に
合
理
的
な
場
所
が
な
い
か

等
疑
問
も
多
く
あ
る
。
再
度

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
当
該
予
算
を
減
額
す
る

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　
　

齋
藤　
　

進

　

現
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
の
老
朽
化

に
よ
る
施
設
継
続
に
伴
う
対

策
予
算
で
、
地
域
活
性
と
持

続
可
能
な
地
域
の
構
築
を
進

め
て
い
く
上
で
重
要
な
事
柄
。

こ
こ
で
、
こ
の
事
業
が
廃
案

に
な
り
、
Ｊ
Ａ
と
の
関
わ
り

が
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
で

は
、
上
郷
地
域
に
お
け
る
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏

の
構
想
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
結

果
と
な
り
、
市
全
体
に
与
え

る
影
響
も
大
で
あ
る
と
考
え

る
。
原
案
賛
成
、
修
正
案
反

対
。

反
対
討
論　
　

森　
　

鉄
也

　

産
業
建
設
小
委
員
会
で
は
、

委
員
と
し
て
修
正
案
に
賛
成

し
た
立
場
だ
が
、
熟
慮
を
重

ね
た
結
果
、
修
正
案
に
反
対

す
る
。

　

予
定
さ
れ
る
移
転
先
は
Ｊ

Ａ
側
の
移
転
候
補
地
の
中
の

も
の
で
、
上
郷
地
域
住
民
が

満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

当
局
も
上
郷
地
域
内
で
の
模

索
、
ほ
か
に
合
理
的
な
場
所

は
な
い
か
、
再
度
Ｊ
Ａ
と
協

議
を
行
い
、
了
解
を
得
た
上

で
進
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
重
く
受
け
と

め
、
地
域
か
ら
の
要
望
も
尊

重
し
、
修
正
案
に
反
対
す
る
。

原
案
に
賛
成
し
付
帯
意
見
を

提
案
し
た
い
。（
※
修
正
可

決
の
た
め
提
案
さ
れ
な
か
っ

た
）

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
予
算
へ
の
付
帯
意

　

見

　
　
　

※
議
決
結
果
は
否
決

提　

出　

者　
　

佐
藤　

文
昭

１
．
仁
賀
保
学
童
ク
ラ
ブ
の

　

移
転
先
が
津
波
浸
水
想
定

　

区
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

　

再
度
、
保
護
者
へ
の
意
向

　

調
査
を
実
施
す
る
こ
と

２
．
移
転
先
の
最
終
決
定
、

　

判
断
は
右
記
１
．
の
意
向

　

調
査
後
と
す
る
こ
と

３
．
公
共
施
設
の
個
別
施
設

　

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

　

既
存
の
公
共
施
設
（
学
校

　

を
含
む
）
を
活
用
で
き
な

　

い
か
検
討
す
る
こ
と

反
対
討
論　
　

佐
々
木
敏
春

　

保
護
者
か
ら
移
転
場
所
は

学
校
の
近
く
と
の
声
が
挙
が

っ
て
い
た
経
緯
も
あ
る
。
高

台
に
あ
る
平
沢
小
校
舎
は
3

階
で
標
高
18
・
４
メ
ー
ト

ル
が
確
保
で
き
る
。
海
岸
線

か
ら
離
れ
た
安
全
な
場
所
を

選
ぶ
べ
き
と
の
意
見
も
理
解

で
き
る
が
、
児
童
の
安
全
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
の
原
案

の
選
択
は
、
十
分
な
理
解
が

得
ら
れ
る
。

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長

　
　
　
　
　
　

小
川　

正
文

議　案
番　号

審査
結果

理　由議　案　の　名　称

第27号

議　案

可決

修正
賛成多数令和２年度にかほ市一般会計予算について

第20号

議　案
可決 全員賛成

号）について

令和元年度にかほ市一般会計補正予算（第１０

第１号

議　案
承認 賛成多数

第１号）

の専決処分の報告及びその承認について（専決

令和元年度にかほ市一般会計補正予算（第９号）定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

特　
　

集

会
派
代
表
質
問

一
般
質
問
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●
議
案
第
１
号

　

令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
９
号
）
の
専
決
処
分
の

　

報
告
及
び
そ
の
承
認

　

質
疑　
　
　
　
　

佐
々
木　

正　

勝

　
　

専
決
処
分
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯

　
　

は
。

　
　

年
末
の
駆
け
込
み
期
に
予
想
以
上

　
　

の
寄
附
・
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
、

関
連
経
費
の
増
額
に
つ
い
て
１
月
31
日

付
で
専
決
処
分
し
た
。
納
税
に
係
る
返

礼
品
代
及
び
管
理
運
営
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
委
託
料
の
２
月
末
ま
で
の
支
払
い
総

額
が
予
算
残
額
で
は
不
足
が
生
じ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
、
３
月
補
正
し
た
場
合

は
遅
延
損
害
金
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら

専
決
処
分
と
し
た
。

　

議
会
招
集
は
最
短
で
７
日
。

●
議
案
第
20
号

　

令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
10
号
）

　

質
疑　
　
　
　
　

森　
　
　

鉄　

也

　
　

図
書
館
複
合
施
設
検
討
委
員
会
報

　
　

償
費
14
万
円
余
り
の
減
額
に
つ
い

て
。
当
初
予
算
の
9
割
近
い
減
額
の
理

由
は
。
検
討
委
員
会
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
報
告
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　
　

当
初
は
公
募
し
た
市
民
を
含
む
基

　
　

本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
を
組
織

し
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

ま
ず
庁
内
検
討
委
員
会
で
事
前
の
準
備

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
結
果
分
析
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
策
定
委
員
会
の
構
成
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
基
本
計

画
策
定
検
討
委
員
会
は
令
和
2
年
度
に

立
ち
上
げ
る
。
そ
の
た
め
減
額
と
な
っ

た
。

　

質
疑　
　
　
　
　

伊　

東　

温　

子

　
　

歳
入
の
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
分
収

　
　

造
林
費
負
担
金
１
，
５
６
７
万

３
，
０
０
０
円
減
額
の
内
容
詳
細
は
。

　
　

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
と
市
の
分
収

　
　

造
林
地
の
適
正
管
理
、
森
林
の
公

益
的
機
能
の
保
全
を
目
的
に
、
間
伐
10

 

ha
、
搬
出
間
伐
17 

ha
、
作
業
道
開
設

２
，５
５
０
m
な
ど
を
計
画
し
て
い
た
。

費
用
は
１
０
０
％
、
同
セ
ン
タ
ー
が
負

担
す
る
。

　

当
初
予
算
は
２
，
２
９
５
万
円
で
歳

出
に
同
額
の
予
算
を
計
上
、
年
度
途
中

で
７
２
７
万
円
余
り
の
予
算
配
分
と
な

り
、
差
額
分
を
減
額
し
て
い
る
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計
予
算

　

質
疑　
　
　
　
　

森　
　
　

鉄　

也

　
　

図
書
館
機
能
付
き
文
化
交
流
施
設

　
　

基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
報
償

費
20
万
円
に
つ
い
て
、
予
定
す
る
委
員

構
成
、
諮
問
内
容
、
開
催
回
数
、
期
間

は
。

　
　

委
員
構
成
は
公
募
市
民
、有
識
者
、

　
　

社
会
教
育
委
員
な
ど
10
人
程
度
。

検
討
内
容
は
場
所
、
規
模
、
機
能
、
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
運
営
計
画
等
、
こ

れ
ら
を
協
議
し
て
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。
令
和
２
年
度
は
、
公
募
期
間
を
考

え
立
ち
上
げ
を
８
月
と
想
定
、
４
回
程

度
の
開
催
を
見
込
む
。
先
進
地
視
察
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
う
。

　

庁
内
検
討
委
員
会
も
並
行
し
て
協
議

事
項
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

　

質
疑　
　
　
　
　

佐　

藤　

文　

昭

　
　

仁
賀
保
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
移
転
工

　
　

事
設
計
委
託
料
99
万
円
に
つ
い
て

①
津
波
浸
水
想
定
区
域
で
浸
水
深
7.5

メ
ー
ト
ル
の
平
沢
小
体
育
館
付
近
を

移
転
予
定
地
に
選
定
し
た
理
由
は
。

②
よ
り
安
全
な
場
所
を
選
択
す
る
べ
き

で
な
か
っ
た
か
。

③
移
転
と
建
設
場
所
を
保
護
者
へ
説
明

し
た
か
。

　
　

①
②
現
在
地
は
学
校
か
ら
遠
く
道

　
　

路
横
断
、
踏
切
な
ど
、
事
故
の
心

配
が
あ
る
こ
と
、
芹
田
～
鈴
の
子
ど
も

た
ち
は
自
宅
と
反
対
方
向
な
こ
と
な
ど

か
ら
、
学
校
周
辺
を
希
望
す
る
声
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
移
設
場
所
を
検
討
し
て

き
た
が
、
学
校
敷
地
内
だ
け
で
な
く
平

沢
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
区
域
と
な

る
。

　

平
沢
小
は
学
校
自
体
が
避
難
所
で
定

期
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
学

校
敷
地
内
で
あ
れ
ば
、
登
校
時
と
同
じ

よ
う
に
避
難
で
き
る
こ
と
や
学
校
と
協

議
の
結
果
、
総
合
的
に
判
断
し
て
選
定

し
た
。

　

③
保
護
者
説
明
会
は
実
施
し
て
い
な

い
。
学
校
を
通
し
通
知
等
で
周
知
を
図

り
た
い
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一
般
会
計
予
算

　
賛
成
討
論　
　
　
　

齋　

藤　
　
　

聡

　

旧
上
郷
小
利
活
用
事
業
委
託
料
５
，

１
３
０
万
７
，
０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、

事
業
内
容
の
不
透
明
感
や
今
後
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
不
安
を
感
じ
る
意
見

も
あ
る
が
、
本
事
業
は
関
係
人
口
の
拡

大
や
人
材
育
成
と
い
っ
た
地
方
創
生
に

は
欠
か
せ
な
い
面
が
あ
る
。
中
・
長
期

的
な
視
点
で
事
業
を
行
う
必
要
性
と
市

民
参
加
、
下
支
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、第
２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
、

第
１
期
の
検
証
を
も
と
に
子
ど
も
伴
走

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
、若
者
１
０
０
人
会
議
な
ど
、

人
口
減
少
に
対
し
情
報
発
信
を
強
化
し

な
が
ら
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
移

住
・
定
住
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
10
年
、

20
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
施
策
（
を
含
む
本
予
算
）
は
、
評
価

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

討 
 

 
 

論

討 
 

論

質 
 

 
 

疑

質 
 

疑

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

会
派
代
表
質
問

委
員
会
報
告

一
般
質
問

特　
　

集
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表 質 問会 派 代

一 般 質 問

▶
録
画
配
信定

例
会
概
要

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

特　
　

集

会
派
代
表
質
問

一
般
質
問
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即効性あるものでもなく
ある程度長い期間が必要

これまでの移住・定住施策の取り組みの検証は

市長

◀
録
画
配
信

伊
藤　

竹
文　

議
員

響
　

い　

と
う　
　

た
け
ふ
み

宮
崎　

信
一　

議
員

創　

明　

会

み
や
ざ
き　
　

の
ぶ
か
ず

環
境
に
や
さ
し
い

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

　

問　

景
観
計
画
に
よ
り
、
大

型
陸
上
風
力
発
電
風
車
の
設

置
が
制
限
さ
れ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
促
進
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　

市
長　

風
力
発
電
の
導
入
見

通
し
は
12
万
４
千
㎾
、
現
時

点
で
約
８
万
３
４
０
０
㎾
。

今
後
の
推
進
協
議
会
で
風
力

発
電
の
導
入
見
通
し
に
関
し

て
も
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
や
、

今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
整
備

事
業
を
考
え
あ
わ
せ
、
改
め

て
導
入
見
通
し
を
定
め
る
。

人
口
減
少
問
題
と
移
住
・

　
　

定
住
施
策
に
つ
い
て

　

問　

移
住
・
定
住
施
策
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

検
証
し
、
今
後
の
改
善
、
移

住
者
促
進
が
見
込
め
る
か
。

　

市
長　

移
住
希
望
者
の
視
点

に
立
っ
た
施
策
の
必
要
性
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
移
住

リ
エ
ゾ
ン
を
配
置
す
る
。
ま

た
子
育
て
世
帯
や
就
職
に
よ

る
若
者
の
定
住
を
強
化
す
る

た
め
、
若
者
支
援
住
宅
整
備

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
を
行

う
。
都
市
部
か
ら
の
人
の
流

れ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

多
角
的
に
行
う
。

観
光
振
興
に
関
し
て

　

問　

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と

の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

新
た
な
観
光
基
盤
の
造
成
と

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
市
長
が
考
え
る
基
本
構

想
の
具
体
的
な
施
策
は
。

　

市
長　

同
社
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
市
内
に
点
在
す

る
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
を
プ
ロ

目
線
で
利
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
基
本
構
想
を
策
定

す
る
。
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
の

会
員
数
も
95
万
人
を
超
え
て

お
り
、
同
ク
ラ
ブ
が
企
画
す

る
イ
ベ
ン
ト
ツ
ア
ー
は
年

間
４
千
件
以
上
。
交
流
人
口

の
新
た
な
需
要
開
拓
に
も
繋

が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

高
速
道
路
の
全
線
開
通
に
向

け
た
市
の
構
想
に
つ
い
て

　

問　

日
沿
道
の
２
０
２
６
年

度
の
全
線
開
通
を
見
据
え
て
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
含
め

た
将
来
構
想
を
示
す
時
期
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

遊
佐
―
象
潟
道
路
は

無
料
区
間
で
比
較
的
自
由
に

乗
り
降
り
で
き
、市
内
の
道
の

駅
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
。

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置

よ
り
は
、
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
道
の
駅
へ
の
誘
導

に
力
を
注
ぐ
べ
き
と
考
え
る
。

政策の根幹に位置する
宿泊型産後ケアなどの実施

若い人たちに期待する部分が大きい

子育てしやすいまち、若者に魅力のあるまちについて

市長

◀
録
画
配
信

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

　

問　

日
本
海
総
合
病
院
に
委

託
す
る
「
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
」

に
つ
い
て
。

　

市
長　

概
ね
４
か
月
ま
で
の

子
ど
も
と
一
緒
に
医
療
機
関

等
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
育
児

相
談
の
ほ
か
授
乳
や
沐
浴
な

ど
の
育
児
指
導
を
助
産
師
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
か
ほ
市
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

　

問　

教
育
環
境
、
住
環
境
、

働
き
方
の
確
保
な
ど
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
、
若
い
世
代
に

発
信
す
る
「
に
か
ほ
の
暮
ら

し
」
に
つ
い
て
。

　

市
長　

若
い
世
代
を
呼
び
込

み
、
移
住
し
て
も
ら
い
、
こ

こ
で
子
ど
も
を
育
て
る
。

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ

い
て

　

問　

ラ
ン
キ
ン
グ
評
価
を
行

政
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
移

住
・
定
住
促
進
、
子
育
て
支

援
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

こ
の
結
果
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
、
積
極
的
に
移
住
・
定

住
施
策
に
活
用
す
る
。
に
か

ほ
市
の
強
み
弱
み
の
冷
静
な

分
析
を
い
た
だ
い
た
も
の
と

解
し
、
強
み
は
よ
り
強
く
、

弱
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
を
強
み

と
変
え
る
べ
く
施
策
強
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

職
員
採
用
に
つ
い
て

　

問　

現
在
、
社
会
人
枠
は
な

く
な
っ
た
の
か
。

　

市
長　

平
成
28
年
度
採
用
者

か
ら
は
市
内
在
住
者
も
応
募

で
き
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ

２
年
、
社
会
人
枠
を
募
集
し

な
か
っ
た
が
、
社
会
人
枠
を

廃
止
し
た
の
で
は
な
い
。

森
林
関
係
に
つ
い
て

　

問　

森
林
経
営
管
理
制
度
が

平
成
31
年
４
月
に
施
行
さ
れ

て
い
る
。再
造
林
、保
育
等
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　

市
長　

概
ね
15
年
を
か
け
て

対
象
森
林
を
適
正
な
森
林
状

態
に
向
け
て
管
理
、
整
備
し

て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て

　

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
、
万
一
、
当
市

で
発
生
し
た
場
合
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

２
月
28
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
に
か
ほ
市
警
戒
本
部

（
4
／
8
～
同
対
策
本
部
）

が
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

本
市
の
方
が
感
染
し
た
場
合

は
、
県
が
医
療
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。
職

員
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作

成
し
て
い
る
。
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効率化、合理化、サービス向上を図る

市役所における「働き方改革」と「組織再編」は

市長

▶
録
画
配
信

齋
藤　

光
春

議
員

爽　
　

風

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

佐
藤　

治
一

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

さ

と
う　
　

じ
い

ち

「
働
き
方
改
革
」「
組
織
再
編
」

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問

最
先
端
機
器
の
使
い
方

が
分
か
ら
な
い
、
情
報
端
末

機
を
持
た
な
い
、
交
通
手
段

も
十
分
に
な
い
よ
う
な
高
齢

者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

窓
口
業
務
は
、
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
も
満
足
度

を
高
め
、
充
実
さ
せ
る
。
広

報
な
ど
紙
媒
体
で
の
情
報
提

供
も
引
き
続
き
実
施
し
て
、

行
政
情
報
の
周
知
を
図
る
。

問

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
よ
っ
て
、
家
計
月
収
が

減
る
場
合
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。

市
長

現
在
の
賃
金
水
準
を

下
回
ら
な
い
様
に
給
料
表
の

格
付
け
を
設
定
す
る
。
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
正
職
員

と
同
じ
月
数
に
す
る
。
で
き

る
だ
け
待
遇
改
善
を
目
指
し

た
制
度
設
計
。

問

職
員
の
適
正
を
ど
の
様

な
手
段
で
把
握
し
て
、
人
員

配
置
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長

自
己
評
価
や
上
司
の

評
価
、
半
年
ご
と
に
行
う
業

績
評
価
な
ど
を
通
じ
て
把
握

し
て
い
る
。
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
私
自
身
が
各

職
場
に
出
向
き
、
職
員
一
人

一
人
と
面
談
を
し
て
い
る
。

適
材
適
所
で
、
職
員
の
適
正

や
ス
キ
ル
を
生
か
せ
る
部
署

に
配
置
し
て
い
る
。

問

教
育
委
員
会
に
位
置
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
商

工
観
光
部
に
移
管
さ
れ
た
場

合
、
教
育
目
的
の
事
業
と
、

観
光
や
商
業
ベ
ー
ス
の
事
業

と
で
は
違
う
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長

今
回
の
組
織
再
編
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
起
爆
剤
と
し
た

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
上

で
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

施
策
に
反
映
し
や
す
い
体
制

を
構
築
す
る
も
の
。
再
編
後

も
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
を

見
失
う
こ
と
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
と
市
民
の
健
康

維
持
増
進
に
努
め
る
。

財政規模に見合った施設整備を図りたい

図書館機能付き文化交流施設（仮称）の整備について

市長

▶
録
画
配
信

若
者
支
援
住
宅
整
備
事
業
に

つ
い
て

問

⑴
集
合
住
宅
と
は
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
も
の

な
の
か
。

⑵
ニ
ー
ズ
調
査
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

⑶
既
存
空
き
家
、
市
営
住
宅

と
の
関
連
は
。

市
長

⑴
子
育
て
世
代
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
も
の
。

⑵
具
体
的
な
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

⑶
所
得
制
限
に
関
わ
ら
ず
入

居
で
き
る
、
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
入
居
で
き
る
住
宅

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

図
書
館
機
能
付
き
文
化
交
流

施
設
（
仮
称
）
の
整
備
に
つ

い
て

問

⑴
市
長
が
描
い
て
い
る

文
化
施
設
の
規
模
と
機
能
は
。

⑵
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
方

法
に
つ
い
て

①
市
民
か
ら
利
用
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
施
設
整
備
の
基

礎
資
料
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
整
備
そ
の
も
の
に
反
対
と

回
答
し
た
方
の
詳
細
は
。

⑶
整
備
の
是
非
を
含
め
た
全

戸
配
布
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
再
度
実
施
し
て
は
。

市
長

⑴
市
の
財
政
規
模
等

に
合
っ
た
、
身
の
丈
に
合
っ

た
施
設
を
整
備
し
た
い
。

⑵
①
十
分
な
精
度
で
あ
り
、

施
設
整
備
に
か
か
る
基
本
計

画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

②
「
箱
も
の
は
必
要
な
い
」

「
孫
た
ち
の
未
来
に
負
担
を

か
け
た
く
な
い
」
と
い
う
反

対
意
見
も
28
件
程
あ
っ
た
。

⑶
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
必

要
は
全
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て

問

⑴
進
捗
状
況
と
令
和
２

年
度
の
事
業
計
画
は
。

⑵
現
時
点
で
の
課
題
と
対
策

は
。

市
長

⑴
令
和
元
年
度
は
、

居
場
所
の
情
報
収
集
や
居
場

所
の
開
発
と
周
知
方
法
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。
来
年

度
は
居
場
所
づ
く
り
の
協
力

意
向
調
査
や
居
場
所
ガ
イ
ド

の
作
成
等
を
行
う
予
定
。

⑵
家
か
ら
出
な
い
高
齢
者
へ

の
対
策
が
課
題
で
見
守
り
や

声
掛
け
の
互
助
の
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

若
い
世
代
の
後
継
者
及
び
担

い
手
不
足
が
課
題
で
あ
り
、

若
い
世
代
へ
の
意
識
づ
け
が

出
来
れ
ば
よ
い
と
考
え
て

る
。
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　にかほ市議会だより　第62号 ２０２０．５．１

法人や集落営農に加入を

　中小規模農家の支援を

市長

◀
録
画
配
信

農
業
振
興
に
つ
い
て

問

「
日
本
農
業
新
聞
」
の

Ｊ
Ａ
組
合
長
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
３
分
の
２
の
方
が
「
中

小
規
模
を
含
め
た
多
様
な
担

い
手
を
対
象
と
す
る
所
得
政

策
が
必
要
」
Ｊ
Ａ
の
組
織
に

お
い
て
も
、「
地
域
で
の
生
産

活
動
を
進
め
て
い
く
う
え
で

中
小
規
模
農
家
の
必
要
性
、

保
護
」
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

農
道
、
用
排
水
路
、

畦
畔
、
た
め
池
等
の
農
業
施

設
の
維
持
管
理
、
ま
た
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
や

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
が
活
用
さ
れ
、
協

働
作
業
に
よ
り
地
域
農
業
の

生
活
基
盤
の
維
持
に
つ
い
て

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
営
農
作

業
機
械
、
設
備
等
に
対
す
る

支
援
は
、
認
定
農
業
者
や
法

人
等
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、

集
落
営
農
や
法
人
の
組
織
に

加
入
す
る
こ
と
な
ど
で
、
組

織
員
と
し
て
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

福
祉
計
画
の
拡
充
に
つ
い
て

問

に
か
ほ
市
の
行
っ
て
い

る
医
療
費
の
乳
幼
児
、
小
・

中
・
高
・
一
人
親
の
自
己
負

担
無
料
化
な
ど
は
大
い
に
評

価
さ
れ
る
も
の
だ
。
一
方
で

国
の
政
策
で
は
、
高
齢
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
限
度
額

の
引
き
上
げ
、
施
設
入
居
者

の
食
費
、
住
居
費
の
負
担
増
、

年
金
受
給
者
の
実
質
減
額
、

生
活
保
護
者
の
生
活
扶
助
費

の
削
減
な
ど
、
国
民
に
痛
み

を
押
し
付
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
障
が
い
者

を
含
め
て
支
援
・
援
助
が
で

き
な
い
も
の
か
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

市
長

障
害
の
あ
る
人
の
み

な
ら
ず
、
各
種
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
、
必
要
な

時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
年
金
な
ど
も
含
め

生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
現
行
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
支
援
、
要
望
が

あ
る
と
き
は
他
制
度
と
の
関

係
や
必
要
性
、
公
平
性
を
十

分
に
精
査
し
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「雇用の安定による共働き社会実現プラス
子育て支援」は人口減少に対する挑戦戦略

　市民と一体となって進める「総合戦略」

市長

◀
録
画
配
信

将
来
に
希
望
が

　
　

持
て
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

問

に
か
ほ
市
が
目
指
す
方

向
を
示
し
た
２
期
目
の
総
合

戦
略
が
示
さ
れ
た
。
分
か
り

や
す
く
親
し
み
が
持
て
、
市

民
が
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
、
視
覚
に
訴

え
る
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

は
。　

市
長

策
定
委
員
会
か
ら
は

「
住
民
に
広
く
周
知
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
」
と
意
見
が

付
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
で
公
表
す
る

ほ
か
、
令
和
２
年
度
の
主
要

事
業
と
総
合
戦
略
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て

周
知
を
図
る
た
め
、
方
法
や

時
期
な
ど
に
つ
い
て
十
分
検

討
し
た
い
。

に
か
ほ
市
が
目
指
す
べ
き
将

来
へ
の
方
向
性
は
大
き
く
変

え
て
い
な
い

問

今
後
20
年
間
で
市
の
人

口
が
約
１
万
人
減
少
す
る
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
向
け
た
第
２
期

総
合
戦
略
で
は
、（
1
期
と
）

ど
こ
に
違
い
が
あ
る
か
。

市
長

第
１
期
５
年
間
の
取

り
組
み
の
成
果
は
見
え
始
め

て
い
る
。
引
き
続
き
産
業
振

興
や
移
住
・
定
住
な
ど
人
口

の
社
会
増
、
子
育
て
支
援
や

健
康
づ
く
り
に
よ
り
自
然
増

に
取
り
組
む
。
２
期
計
画
で

は
、
中
心
的
施
策
を
子
育
て

支
援
と
し
、「
に
か
ほ
子
ど
も

伴
奏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開

始
す
る
。

問

人
口
減
少
社
会
の
中
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
政

策
・
施
策
を
ど
う
捉
え
る

か
。

市
長
「
産
業
の
振
興
」
「
人

を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
」

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る
」
取
り
組

み
の
ほ
か
、「
未
来
を
支
え

る
人
づ
く
り
」
と
「
豊
か
な

暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
各
種
施
策
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

を
進
め
る
。

佐
々
木
春
男

議
員

日
本
共
産
党

さ　

さ　

き

は
る

お

佐
々
木
敏
春

議
員

公　

明　

党

さ　

さ　

き

と
し
は
る

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

会
派
代
表
質
問

委
員
会
報
告

一
般
質
問

特　
　

集



「危険」という言葉で表現することは適当
ではないと考えている

工場の近距離にある風力発電の危険性を

市としてどのように考えているか

市長

▶
録
画
配
信

佐
々
木
正
勝

議
員

さ　

さ　

き

ま
さ
か
つ

渋
谷　

正
敏

議
員

し
ぶ

や
　
　

ま
さ
と
し

発
電
施
設
が
工
場
近
接
地
に

存
在
す
る
不
安

問

工
場
の
近
距
離
に
あ
る

発
電
施
設
の
危
険
性
を
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長

（
発
電
施
設
は
）
国

あ
る
い
は
関
係
機
関
に
よ
る

適
合
性
試
験
に
合
格
、
ク
リ

ア
し
た
部
材
や
設
備
等
を
も

っ
て
関
係
法
令
等
に
基
づ
く

審
査
や
技
術
基
準
に
沿
っ
て

建
設
整
備
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、「
危
険
」
と
い
う
言
葉

で
表
現
す
る
こ
と
は
適
当
で

は
な
い
。

問

（
市
の
）
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
「
住
宅
等
」
に
は
工
場

は
入
っ
て
な
い
が
、
事
業
所

等
工
場
を
含
め
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長

ゾ
ー
ニ
ン
グ
後
、
景

観
条
例
の
策
定
に
ま
で
進
む

が
、
そ
の
中
で
、
き
っ
ち
り

と
明
記
を
す
る
よ
う
に
話
は

し
て
い
る
。

問

ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
し
て
、

（
建
設
時
の
説
明
を
義
務
化

す
る
）
条
例
の
制
定
は
必
要

と
思
う
が
見
解
は
ど
う
か
。

市
長

ゾ
ー
ニ
ン
グ
実
証
事

業
で
、
条
例
整
備
の
必
要
性

も
含
め
て
広
く
議
論
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

道
路
そ
ば
に

　
　

建
設
さ
れ
た
風
車

問

道
路
そ
ば
に
建
設
さ
れ

て
い
る
発
電
施
設
を
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
特
に
危
険
と
は
捉

え
て
い
な
い
の
か
。

市
長

構
造
的
に
、
部
材
的

に
基
準
を
満
た
し
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
今
の
段
階
で

そ
れ
を
危
険
だ
か
ら
と
か
、

道
路
の
そ
ば
で
大
変
危
な
い

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
差
し
控
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
逆
に

思
う
。

問

道
路
か
ら
の
距
離
を
明

確
に
し
た
基
準
を
盛
り
込
ん

だ
条
例
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

景
観
条
例
で
は
規
制

で
き
な
い
、
景
観
条
例
は
そ

う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
次
の
段
階
の
条
例

を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
て
い
る
。
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

説明が不十分であったことを理解しさらに
ご理解をいただくことに努めていく

12月補正予算は付帯決議とともに可決された。

市長の率直な考えは

市長

▶
録
画
配
信

12
月
定
例
会
で
の
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
の
付
帯

決
議

問

先
の
12
月
補
正
予
算

は
、
付
帯
決
議
と
と
も
に
可

決
さ
れ
た
こ
と
へ
の
市
長
の

率
直
な
考
え
は
。

市
長

私
ど
も
の
説
明
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解

し
、
関
係
条
例
、
指
定
管
理

者
の
基
本
協
定
等
に
沿
っ

て
、
業
務
の
実
施
状
況
の
報

告
と
確
認
、
実
地
調
査
を

し
、
必
要
な
指
示
を
し
て
い

く
。

問

に
か
ほ
市
観
光
開
発
株

式
会
社
の
経
営
状
況
を
確
認

し
、
か
つ
議
会
の
意
見
を
反

映
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

経
営
分
析
を
図
れ
る

一
定
の
評
価
指
針
等
を
作
成

し
、
経
営
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
経
営
改
善
指
導
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
議

会
の
意
見
を
反
映
で
き
る
仕

組
み
は
、
直
接
、
株
式
会
社

の
経
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
で
き

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

問

付
帯
決
議
に
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
な
ら
ば
、い
つ

頃
ま
で
議
会
に
示
す
の
か
。

市
長

付
帯
決
議
に
基
づ
く

議
会
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

政
治
的
に
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

外
国
人
労
働
者
（
技
能
実
習

生
）
確
保
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問

外
国
人
を
受
け
入
れ
る

生
活
環
境
や
そ
の
他
で
、
市

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
は
何

な
の
か
。

市
長

市
で
暮
ら
す
外
国
人

の
皆
さ
ん
が
普
通
に
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
、
市
の
文
化
、

風
土
の
理
解
や
市
民
と
の
交

流
活
動
の
実
施
な
ど
も
行
っ

て
い
き
た
い
。

問

市
で
就
労
し
て
い
る
外

国
人
人
材
は
、
に
か
ほ
市
行

政
に
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
。

市
長

日
本
語
を
学
べ
る
機

会
の
充
実
や
他
の
企
業
や
日

本
人
と
の
交
流
の
機
会
を
増

や
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ

た
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

にかほ市議会だより　第62号　２０２０．５．１　
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　にかほ市議会だより　第62号 ２０２０．５．１

景観計画やゾーニングの活用により、観光面
での秩序ある利用できるよう取り組んでいく

再生可能エネルギー発電施設の設置について

市長

◀
録
画
配
信

住
民
へ
の
概
要
説
明

問

風
車
設
置
増
加
の
経
過

と
設
置
に
あ
た
っ
て
の
住
民

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
た
か
。

企
画
調
整
部
長

自
治
会
等

の
総
会
の
機
会
を
捉
え
、
事

業
主
や
再
エ
ネ
関
連
の
協
力

事
業
者
等
が
出
席
し
て
発
電

施
設
の
規
模
や
、
ど
の
よ
う

な
経
営
方
針
な
の
か
、
ま

た
、
事
業
期
間
等
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

大
型
風
車
で
事
業
展
開
を
計

画
し
て
い
る
事
業
者
は
、
概

ね
早
い
段
階
で
住
民
や
関
係

者
に
事
業
計
画
を
周
知
さ
れ

て
い
る
。

問

本
市
に
設
置
さ
れ
て
い

る
風
車
が
人
体
に
及
ぼ
す
影

響
の
調
査
結
果
と
共
鳴
・
共

振
に
よ
る
増
幅
の
可
能
性

は
。

企
画
調
整
部
長

ブ
レ
ー
ド

の
回
転
に
よ
っ
て
体
調
が
す

ぐ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
、

健
康
面
に
対
す
る
報
告
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。
状
況
を
聞

き
取
り
の
上
、
該
当
事
業
者

に
対
し
て
丁
寧
で
し
っ
か
り

と
対
処
す
る
よ
う
に
求
め
て

お
り
、
市
が
実
施
す
る
具
体

的
な
個
別
調
査
ま
で
は
行
っ

て
い
な
い
。
私
ど
も
は
専
門

的
知
識
や
知
見
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
う
し

た
考
え
を
裏
付
け
る
根
拠
も

な
い
こ
と
か
ら
、
正
直
に
は

分
か
ら
な
い
。

問

日
常
生
活
に
お
け
る
景

観
と
観
光
資
源
と
し
て
の
景

観
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か

ら
住
民
も
風
車
な
ど
を
景
観

阻
害
要
因
と
し
て
認
識
し
て

い
る
こ
と
を
う
か
が
い
知
っ

て
い
る
。

問

本
市
で
の
洋
上
風
力
発

電
事
業
計
画
の
可
能
性
は
。

由
利
本
荘
以
北
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
の
本
市
の
漁
業
へ

の
影
響
は
。

市
長

本
市
沖
が
指
定
区
域

と
は
さ
れ
が
た
く
、
事
業
が

計
画
さ
れ
る
可
能
性
は
今
の

と
こ
ろ
極
め
て
低
い
。
サ
ケ

や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
の
回
遊
魚

の
ル
ー
ト
や
接
岸
、
ま
た
、

放
流
さ
れ
た
稚
魚
が
北
へ
向

か
う
際
の
影
響
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
本
地
域
で
は
前
例

が
な
い
た
め
予
測
は
で
き
て

い
な
い
。

令和３年４月の運行開始を検討している

芹田～両前寺間の沿岸部分の

　　　　　　コミュニティバスの運行は

部長

◀
録
画
配
信

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
の
実
績
に
つ
い
て
。

企
画
調
整
部
長

事
業
費
、

事
業
収
入
、
利
用
者
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
約
３
，
９
０
０
万
円
弱
が

最
大
で
、
平
成
25
年
度
以
降

は
概
ね
３
，
６
０
０
万
円
か

ら
３
，
８
０
０
万
円
で
推
移

し
て
い
る
。
事
業
収
入
は
、

こ
こ
３
ヶ
年
の
総
額
で
８
８

０
万
円
か
ら
１
，
４
５
０
万

円
ほ
ど
の
収
入
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
者
数
は
、
平
成
23

年
度
の
６
万
３
８
５
人
が

ピ
ー
ク
で
平
成
30
年
度
は
４

万
１
，
２
９
７
人
と
な
っ
て

い
る
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

空
白
地
域
の
仁
賀
保
地
区
の

芹
田
か
ら
両
前
寺
の
沿
岸
部

分
の
交
通
弱
者
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て
。

企
画
調
整
部
長

芹
田
～
両

前
寺
の
区
域
に
お
け
る
駅
や

大
型
ス
ー
パ
ー
へ
の
移
動
手

段
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
４
月
の
運
行
開
始
を

目
標
と
し
て
具
体
的
な
検
討

を
し
て
い
る
。

問

デ
マ
ン
ド
交
通
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

は
。

企
画
調
整
部
長

デ
マ
ン
ド

化
に
つ
い
て
は
状
況
を
観
察

し
た
上
で
導
入
を
判
断
し
て

い
き
た
い
。
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
化

へ
の
転
換
を
図
る
際
に
は
タ

ク
シ
ー
の
活
用
を
含
め
た
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

問

公
共
交
通
事
業
に
グ
リ

ス
ロ
注
の
実
証
実
験
を
提
案

し
た
い
が
見
解
は
。

企
画
調
整
部
長

羽
後
交
通

小
砂
川
線
の
運
行
エ
リ
ア
内

で
活
躍
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
い
る
。
集
落

内
か
ら
国
道
７
号
線
の
バ
ス

停
ま
で
の
移
動
に
活
用
し
、

羽
後
交
通
路
線
に
接
続
す
る

想
定
。
具
体
的
に
は
中
ノ
沢

自
治
会
、
川
袋
自
治
会
な
ど

の
自
治
会
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
上
浜
地
区
で
の
導
入

を
検
討
し
た
い
。

注
グ
リ
ス
ロ
＝
グ
リ
ー
ン
ス

　

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
。
時
速

20
㎞
の
低
速
な
電
動
公
共

　

交
通
。

齋
藤　

光
春

議
員

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

佐
藤　

治
一

議
員

さ

と
う　
　

じ

い
ち
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概
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　　　　前号（第61号）11ページの佐々木春男議員の一般質問中、［公立学校の教員に「１年単位の変形労働時間制」を］と記載しておりましたが、議員の
　　　　考えはこの１年単位の変形労働時間制に「反対」するものであり、タイトルが適当ではありませんでしたので、お詫びいたします。

まずは避難することが大事
近年の災害における共通認識

災害が頻発している

避難行動を起こす難しさが浮き彫りになっている

市長

▶
録
画
配
信

佐
々
木
敏
春

議
員

さ　

さ　

き

と
し
は
る

佐
々
木
春
男

議
員

さ　

さ　

き

は
る

お

防
災
の
基
本
は
自
ら
の
身
を

守
る
「
自
助
」

問

自
分
自
身
の
防
災
行
動

計
画
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

市
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長

マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
は
、
自
分
自
身
や
家

族
の
と
る
べ
き
行
動
の
チ
ェ

ッ
ク
、
判
断
の
助
け
と
な
り
、

避
難
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

今
後
、
出
前
講
座
な
ど
を
通

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問

急
傾
斜
地
な
ど
リ
ス
ク

が
高
い
地
域
で
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

地
域
か
ら
の
要

請
に
対
し
、
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作
成
に
向
け
た
助
言

や
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与

な
ど
が
有
効
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

防
災
行
政
無
線

の
更
新
時
期
、
10
年
を
迎
え

る
令
和
３
年
度
以
降
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
も
含
め
機
能

強
化
を
検
討
し
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
外

部
委
託
で
き
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長
（
現
在
、委

託
で
き
る
組
織
等
は
な
い
。）

し
か
し
、
支
援
に
対
す
る
社

会
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
お

り
、ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
な
ど
、
理
解
を
深
め

支
援
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

問

不
登
校
や
早
期
の
ひ
き

こ
も
り
へ
の
対
応
は
。

市
民
福
祉
部
長

不
登
校
が

ひ
き
こ
も
り
要
因
の
一
つ
と

捉
え
、
欠
席
が
二
日
続
い
た

ら
必
ず
家
庭
に
連
絡
し
長
期

欠
席
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
研
究

所
に
教
員
Ｏ
Ｂ
を
配
置
し
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

問

関
係
機
関
の
連
携
や
10

年
、
20
年
後
を
見
据
え
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
市

が
方
針
を
定
め
、
腰
を
据
え

た
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長

国
は
、
市

町
村
の
役
割
に
、
ひ
き
こ
も

り
へ
の
理
解
や
支
援
情
報
の

発
信
、
相
談
窓
口
や
居
場
所

の
提
供
を
行
う
拠
点
づ
く
り

を
掲
げ
て
い
る
。
次
期
地
域

福
祉
計
画
に
お
け
る
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

多くの人の取り組みが必要
周知・啓発に努めたい

市長

▶
録
画
配
信

激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害

と
防
災
に
つ
い
て

問

河
川
、
た
め
池
、
急
傾

斜
地
な
ど
の
調
査
、
把
握
、

対
策
は
。
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど

全
て
の
世
帯
に
情
報
が
届
く

手
段
も
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
建
設
部
長

市
内

の
主
な
河
川
、
２
級
河
川
の

白
雪
川
、
奈
曽
川
、
大
沢

川
、
赤
石
川
の
４
河
川
５
ヵ

所
は
危
機
管
理
型
水
位
計
を

秋
田
県
が
設
置
し
、
随
時
観

測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
市
管
理
の
川
袋
川
も
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
水
位
計

を
設
置
し
、
随
時
観
測
を
行

っ
て
い
る
。
水
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
際
に
は
、
市
民

に
対
し
速
や
か
に
周
知
し
て

い
る
。

　

た
め
池
に
つ
い
て
は
、
市

内
79
の
う
ち
、
63
ヵ
所
を
防

災
重
点
た
め
池
に
選
定
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

市
民
及
び
関
係
機
関
に
周
知

す
る
計
画
。

　

急
傾
斜
地
危
険
区
域
は
秋

田
県
土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ

ッ
プ
が
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
可
能
。
市
内
の
マ

ッ
プ
を
４
月
１
日
の
広
報
と

あ
わ
せ
て
全
戸
配
布
す
る
。

　

現
状
の
設
備
で
は
防
災
ラ

ジ
オ
の
導
入
は
難
し
い
。
防

災
行
政
無
線
の
令
和
３
年
度

以
降
の
更
新
の
際
に
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
も
検
討
し
た

い
。

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
高
評

価
に
関
連
し
て

問

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
２
０
１
９
」
な
ど
で
、
に

か
ほ
市
は
高
い
評
価
を
さ
れ

て
い
る
。
評
価
の
高
く
な
い

所
の
実
情
調
査
、
改
善
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長

当
市
の
強
み
、
弱
み

を
的
確
に
把
握
し
、
強
み
を

伸
ば
し
、
弱
み
を
強
み
に
変

え
て
い
く
取
り
組
み
は
重
要

な
こ
と
。
さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
つ

い
て

問

に
か
ほ
市
も
調
査
の
対

象
地
区
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
見
解
は
。

市
長

防
衛
政
策
は
国
の
役

割
と
責
任
に
属
す
る
。
配
備

候
補
地
に
に
か
ほ
市
内
の
３

ヵ
所
の
国
有
地
が
含
ま
れ
て

い
る
。
国
や
県
か
ら
の
連
絡

や
情
報
提
供
は
一
切
な
い
。

見
解
を
述
べ
る
段
階
に
は
な

い
。
現
時
点
は
今
後
の
防
衛

省
の
動
向
を
見
守
る
。
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お詫び

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

特　
　

集

会
派
代
表
質
問

一
般
質
問

激甚化している自然災害と防災について

市民を交えたＣＯ2削減の取り組みが必要
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公約と市民の意見は乖離していない
かい り

文化交流施設に関するアンケートには

市民のさまざまな意見もあるが

市長

◀
録
画
配
信

図
書
館
機
能
付
き
文
化
交
流

施
設
（
仮
称
）
に
つ
い
て

問

広
報
２
月
１
日
号
に
お

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
の
概
要
が
公
表
さ
れ
た

が
、ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
率
と
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
当
局
の
考

え
を
伺
う
。

教
育
次
長

回
答
数
は
一
般

市
民
１
，
１
８
９
人
、
中
学

生
５
６
３
人
の
計
１
，
７
５

２
人
。
１
月
末
の
本
市
の
人

口
２
万
４
，
２
７
２
人
に
対

し
7.2
％
の
回
答
率
。
一
般
的

な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
の
場

合
、
統
計
学
上
の
本
市
の
必

要
サ
ン
プ
ル
数
は
３
７
９

で
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
頼
性

の
高
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

入
欄
に
は
、
新
し
い
施
設
は

い
ら
な
い
と
す
る
反
対
意
見

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
広
報

に
は
載
っ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長

す
で
に
図
書
館
を
中

心
と
し
た
複
合
文
化
交
流
施

設
を
造
る
と
公
約
に
掲
げ
て

お
り
、
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
意

思
が
あ
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
こ
の
公
約
と
市
民
の
意

見
は
乖
離
し
て
い
な
い
と
判

断
す
る
材
料
と
し
て
有
効
に

活
用
で
き
る
と
理
解
し
て
い

る
。
反
対
意
見
を
載
せ
て
い

な
い
こ
と
に
他
意
は
な
い
。

問

市
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
は
、
こ
ぴ
あ
の

他
施
設
の
転
用
、
利
活
用
、

あ
り
方
、
機
能
を
検
討
と
あ

る
が
、
他
の
図
書
館
の
こ
と

も
含
め
て
伺
う
。

市
長

こ
ぴ
あ
は
、
金
浦
地

域
に
図
書
館
機
能
付
き
文
化

交
流
施
設
を
造
る
の
で
、
同

様
の
も
の
が
二
つ
あ
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。
象
潟
、

仁
賀
保
地
域
に
は
分
館
は
必

要
だ
と
思
う
。

問

ど
の
よ
う
な
図
書
館
、

文
化
交
流
施
設
を
構
想
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

市
長

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
市
民
が
集
い
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
い
つ

で
も
利
用
、
交
流
で
き
る
施

設
を
考
え
て
い
る
。

人口減少の克服という視点で捉えると
第１期計画の目的はいまだ達成できていない

検証結果をもとにした第１期総合戦略の総括について

市長

◀
録
画
配
信

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
ま

で
の
経
緯
に
関
連
し
て

問

第
１
期
総
合
戦
略
の
総

括
は
。

市
長

産
業
振
興
分
野
は
概

ね
目
標
は
達
成
。
移
住
・
定

住
対
策
は
ほ
ぼ
目
標
達
成
。

少
子
化
対
策
は
大
幅
に
目
標

を
下
回
っ
て
い
る
。
最
も
不

安
要
素
が
多
い
子
育
て
や
教

育
に
お
金
が
掛
か
る
と
い
う

不
安
、
負
担
の
軽
減
、
子
育

て
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
し
、
新
た
な
戦

略
で
子
育
て
に
伴
奏
し
な
が

ら
目
標
の
達
成
に
繋
げ
て
い

く
。

問

市
長
が
考
え
る
「
何
が

あ
っ
て
も
」
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
達
成
し
た
い
と
考
え

る
項
目
・
施
策
・
事
業
は
。

市
長

子
育
て
関
連
施
設
の

さ
ら
な
る
展
開
。
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
み
ん
な
で
子
育

て
を
し
、
安
心
し
て
育
て
て

い
け
る
に
か
ほ
市
を
目
指
し

て
い
く
。

問

暮
ら
し
て
み
た
い
ま
ち
、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で

１
位
と
評
価
さ
れ
る
施
策
を

行
っ
て
い
る
の
に
、
外
に
向

け
て
の
発
信
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
。
市
長
の
見
解
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
築
の
経
過

は
。

市
長

昨
年
10
月
、
金
浦
保

健
セ
ン
タ
ー
に
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
母
子

保
健
型
ネ
ウ
ボ
ラ
「
あ
の
ね
」

を
設
置
。
今
後
子
ど
も
伴
奏

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
関
連

サ
イ
ト
を
新
設
す
る
な
ど
、

総
合
戦
略
と
リ
ン
ク
し
た
情

報
発
信
を
検
討
し
た
い
。
運

用
も
改
善
を
加
え
た
い
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
も
う
一
度
確
認

し
検
討
し
た
い
。

問

結
婚
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
関
し
て
、
若
者
の
意

識
調
査
を
行
い
、
事
業
計
画

を
練
り
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長

環
境
や
意
識
の
変
化

に
伴
う
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
を
さ
ら
に
活
用
す
べ
く

情
報
交
換
等
の
連
携
を
高
め
、

広
く
周
知
を
図
り
た
い
。
市

内
独
身
男
女
の
出
会
い
の
創

出
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
整

備
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
。

小
川　

正
文

議
員

お

が
わ　
　

ま
さ
ふ
み

齋
藤　
　

聡

議
員

さ
い
と
う　
　
　

さ
と
し

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

会
派
代
表
質
問

委
員
会
報
告

一
般
質
問

特　
　

集



総

務

常

任

委

員

会

総

務

常

任

委

員

会

総

務

常

任

委

員

会

総

務

常

任

委

員

会

総

務

常

任

委

員

会

委員会審査結果

議　案
番　号

審査
結果

議　案
第27号

可決 賛成多数

議　案
第５号

議　案
第20号

可決 全員賛成

議　案
第４号

可決 全員賛成

議　案
第３号

可決 賛成多数

可決 全員賛成

議　案
第１号

承認 全員賛成

理由議　案　の　名　称

　

総
務
常
任
委
員
会
（
小
委

員
会
を
含
む
）
へ
の
付
託
案

件
は
す
べ
て
可
決
し
て
い
ま

す
。
２
件
で
賛
否
が
分
か
れ

て
い
ま
す
。

付
託
‥
本
会
議
の
議
決
に
先

立
っ
て
、
各
委
員
会
に
詳
し

い
審
査
を
委
託
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
の
決
算
・
予
算
は

特
別
委
員
会
か
ら
小
委
員
会

へ
分
割
付
託
し
て
い
る
。

●
議
案
第
3
号

　

組
織
再
編
に
伴
う
関
係
条

　

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

制
定

審
査
概
要　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
と
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
を
商
工
観
光
部

へ
移
す
こ
と
に
対
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
結
び
付
け

る
の
は
難
し
い
」
と
反
対
意

見
が
あ
っ
た
が
、
結
果
、
賛

成
が
多
数
を
占
め
た
。

○
所
管
事
務
調
査
（
第
2
期

　

総
合
戦
略
に
関
し
て
）

【
質
問
】
総
合
戦
略
推
進
の

た
め
の
、
今
後
の
財
源
・
予

算
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
総
合
戦
略
部
分
か

ら
見
た
財
政
計
画
、
財
政
推

計
、
予
算
な
ど
の
検
証
は
特

に
行
っ
て
い
な
い
。

一
般
会
計
予
算
特
別

総

務

小

委

員

会

●
議
案
第
1
号

　

令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

　

号
）（
専
決
第
１
号
）

【
質
問
】
専
決
処
分
を
妥
当

と
し
た
考
え
方
は
？

【
答
弁
】
ふ
る
さ
と
納
税
関

連
経
費
の
増
額
補
正
。
予
備

費
は
緊
急
事
態
の
た
め
。（
制

度
上
）
支
出
は
必
須
の
も
の
、

理
解
い
た
だ
け
る
と
考
え
た
。

●
議
案
第
20
号
？

　

令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

　

号
）

【
質
問
】
外
国
人
技
能
実
習

生
管
理
組
合
設
立
支
援
業
務

委
託
料
の
減
額
理
由
は
？

【
答
弁
】（
組
合
設
立
運
営
よ

り
も
）
企
業
は
組
合
運
営
よ

り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
て
も
ら

え
る
施
策
や
、
外
国
人
へ
ど

う
手
立
て
す
る
か
を
望
ん
で

い
る
。
そ
こ
か
ら
事
業
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
取
り

止
め
た
。

【
質
問
】
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
関
連

２
７
５
万
円
の
内
容
は
？

【
答
弁
】
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ

ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
略
語
。
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
が
組
み
立
て

た
順
番
ど
お
り
に
業
務
を
こ

な
す
。
税
務
課
の
軽
自
動
車

の
廃
車
業
務
、
総
務
課
の
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
名
簿
や

構
成
図
の
作
成
業
務
で
導
入

す
る
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
予
算

【
質
問
】
仁
賀
保
高
校
教
育

振
興
会
助
成
金
（
例
年
比
65

万
円
増
額
）
の
内
訳
は
？

【
答
弁
】
情
報
メ
デ
ィ
ア
科

の
生
徒
が
1
人
1
台
で
授
業

に
活
用
す
る
教
育
用
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
の
購
入
10
台
分
と
、
一
部

補
助
と
し
て
先
進
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
視
察
研
修
。国
内
最
大
の

Ｉ
Ｔ
イ
ベ
ン
ト
の
視
察
や
有

名
Ｉ
Ｔ
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
。

○
旧
上
郷
小
学
校
利
活
用
事

　

業
５
，
１
３
０
万
円
関
連

審
査
概
要　

「
3
年
間
の
事
業

を
考
え
た
場
合
、
不
安
要
素

が
あ
る
難
し
い
事
業
だ
。
納

得
で
き
な
い
」
と
す
る
反
対

意
見
や
「
利
益
性
重
視
の
事

業
で
な
い
。
関
係
人
口
増
大

や
人
材
育
成
な
ど
一
朝
一
夕

に
成
果
が
示
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
市
民
参
加
や
下
支

え
が
非
常
に
重
要
な
事
業
で

あ
る
。
議
会
も
理
解
し
な
が

ら
事
業
推
進
を
監
視
し
提
言

す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の

賛
成
意
見
が
あ
り
、
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。

　

総
務
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

竹
文

にかほ市議会だより　第62号　２０２０．５．１　

令和２年度にかほ市一般会計予算

について

令和元年度にかほ市一般会計補正

予算（第１０号）について

にかほ市行政不服審査関係手数料

条例の一部を改正する条例制定に

ついて

にかほ市監査委員条例の一部を改

正する条例制定について

組織再編に伴う関係条例の整備に

関する条例制定について

令和元年度にかほ市一般会計補正

予算（第９号）の専決処分の報告及

びその承認について（専決第１号）

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

委
員
会
報
告

特　
　

集

会
派
代
表
質
問

一
般
質
問



　にかほ市議会だより　第62号　２０２０．５．１

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
小

委
員
会
含
む
）
へ
の
付
託
案

件
は
、
陳
情
１
件
を
継
続
審

査
と
し
た
ほ
か
は
す
べ
て
可

決
。

〇
所
管
事
務
調
査
（
第
2
期

　

総
合
戦
略
に
関
し
て
）

【
質
問
】
「
子
ど
も
・
子
育
て

伴
奏
（
伴
走
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
掲
げ
て
い
る
。
市
役

所
内
の
担
当
が
ト
ー
タ
ル
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
役

割
分
担
を
協
議
し
た
の
か
。

事
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

【
答
弁
】
既
存
、
新
規
、
拡
充

事
業
も
含
め
て
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
て
新

た
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
ん
で

総
合
的
に
切
れ

目
の
な
い
支
援

を
行
う
と
い
う

意
思
表
示
。
各

課
一
堂
に
会
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
検
討
し
た
も

の
で
は
な
い
。

　

子
育
て
支
援

は
、
医
療
、
住
ま

い
、
働
き
、
保
護

者
の
支
援
ま
で

幅
広
い
支
援
を

一
体
的
に
、
連

携
を
も
ち
な
が

ら
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

現
在
も
横
断
的

な
連
携
・
協
議

を
し
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
特
別

教
育
民
生
小
委
員
会

●
議
案
第
20
号

　

令
和
元
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

　

号
）

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

　

業
関
連
１
，
６
８
０
万
円

　

減
額

【
質
問
】
制
度
内
容
を
大
々

的
に
広
報
し
、
利
用
率
を
上

げ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

【
答
弁
】
指
針
に
沿
っ
た
広

報
活
動
の
ほ
か
、
対
象
者
に

対
し
再
勧
奨
な
ど
対
策
し
た
。

む
し
ろ
事
前
の
購
入
代
金
等

の
負
担
感
が
大
き
な
要
因
。

●
議
案
第
27
号

　

令
和
２
年
度
に
か
ほ
市
一

　

般
会
計
予
算

〇
多
目
的
福
祉
施
設
整
備
事

　

業
補
助
金
８
６
１
万
円

【
質
問
】
施
設
の
整
備
・
運

営
者
（
法
人
）
と
市
の
関
わ

り
、
取
り
決
め
事
項
な
ど
は
？

【
答
弁
】
施
設
を
市
民
が
利

用
す
る
便
宜
の
た
め
備
品
調

達
へ
の
助
成
。
原
則
４
分
の

３
補
助
（
例
外
あ
り
）
。
法
人

の
自
主
的
な
施
設
整
備
・
運

営
で
あ
る
が
、
取
り
決
め
事

項
、
関
わ
り
方
を
協
議
す
る
。

〇
獅
子
ヶ
鼻
湿
原
環
境
調
査

　

委
託
料
２
１
５
万
９
千
円

【
質
問
】
調
査
の
詳
細
は
？

【
答
弁
】
前
回
、
平
成
18
年

度
か
ら
20
年
度
に
実
施
し
た

流
量
、
流
量
網
調
査
と
同
様

の
地
点
数
を
調
査
し
、
比
較

分
析
す
る
。
流
量
測
定
は
10

ヵ
所
、
春
夏
秋
の
3
回
観
測
。

流
量
網
調
査
は
、
前
回
と
の

変
化
、
枯
れ
る
流
路
と
枯
れ

な
い
流
路
に
時
期
的
な
変
化

が
な
い
か
調
査
す
る
。

〇
仁
賀
保
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　

移
転
工
事
設
計
委
託
料
99

　

万
円

【
質
問
】
金
浦
と
象
潟
は
学

校
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

何
千
万
も
か
け
て
建
て
る
必

要
性
が
あ
る
の
か
。
津
波
浸

水
想
定
区
域
と
な
る
場
所
（
平

沢
小
体
育
館
脇
）
も
含
め
、

検
討
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

【
答
弁
】
校
舎
内
に
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
学
校
周

辺
を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。
学
校
で
避
難
訓

練
を
し
て
い
る
の
で
直
ち
に

避
難
で
き
る
。
交
通
や
不
審

者
等
、
通
所
の
安
全
性
等
を

考
慮
し
た
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　

伊
東　

温
子

委員会審査結果

議　案
番　号

審査
結果

第２号
陳　情

第30号
議　案

第29号
議　案

第28号
議　案

第22号
議　案

第21号
議　案

第20号
議　案

第８号
議　案

第６号
議　案

審査
継続

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

－

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

理　由議　案　の　名　称

入する条例制定に反対する陳情
公立学校に「１年単位の変形労働時間制」を導

算について
令和２年度にかほ市後期高齢者医療特別会計予

施設勘定予算について
令和２年度にかほ市国民健康保険事業特別会計

事業勘定予算について
令和２年度にかほ市国民健康保険事業特別会計

令和２年度にかほ市一般会計予算について

施設勘定補正予算（第３号）について
令和元年度にかほ市国民健康保険事業特別会計

事業勘定補正予算（第３号）について
令和元年度にかほ市国民健康保険事業特別会計

号）について
令和元年度にかほ市一般会計補正予算（第１０

条例制定について
営に関する基準を定める条例の一部を改正する
にかほ市放課後児童健全育成事業の設備及び運

正する条例制定について
にかほ市立学校給食共同調理場条例の一部を改

を改正する条例制定について
にかほ市国民健康保険財政調整基金条例の一部

第27号
議　案

第９号
議　案

定
例
会
概
要

質
疑
・
討
論

会
派
代
表
質
問

委
員
会
報
告

一
般
質
問

特　
　

集



委員会審査結果

議　案
番　号

審査
結果

議　案
第７号
議　案
第10号
議　案
第11号
議　案
第12号
議　案
第13号
議　案
第14号
議　案
第15号
議　案
第16号
議　案
第17号
議　案
第18号
議　案
第19号
議　案
第20号
議　案
第23号
議　案
第24号
議　案
第25号
議　案
第26号
議　案
第27号
議　案
第31号
議　案
第32号
議　案
第33号
議　案
第34号
議　案
第35号
陳　情
第１号 審査

継続

可決

可決

可決

可決

可決

可決
修正

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

理由議　案　の　名　称

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
小

委
員
会
含
む
）
の
審
査
で
は
、

議
案
第
27
号
令
和
２
年
度
に

か
ほ
市
一
般
会
計
予
算
の
修

正
（
上
郷
・
赤
石
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ

の
移
転
に
係
る
事
業
費
１
，

１
７
２
万
１
千
円
を
減
額
）

が
全
員
の
賛
成
で
可
決
、
修

正
部
分
を
除
い
た
原
案
は
全

員
の
賛
成
で
可
決
し
て
い
ま

す
。
陳
情
第
１
号
は
継
続
審

査
、
そ
の
他
の
付
託
案
件
は

す
べ
て
全
員
賛
成
。

〇
所
管
事
務
調
査
（
第
2
期

　

総
合
戦
略
に
関
し
て
）

審
査
概
要　

主
に
第
１
期
戦

略
の
実
績
・
評
価
を
受
け
て

の
第
２
期
戦
略
の
目
標
設
定

に
関
し
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

雇
用
創
出
数
の
根
拠
、
企
業

連
携
に
よ
る
新
産
業
創
出
、

移
住
・
定
住
希
望
者
の
情
報

発
信
の
効
果
、
若
者
の
定
着
、

女
性
の
職
場
環
境
の
充
実
な

ど
。

●
議
案
第
12
号

　

に
か
ほ
の
景
観
を
守
り
育

　

む
条
例
制
定

審
査
概
要　

市
内
に
大
型
風

車
が
建
て
ら
れ
る
可
能
性
の

あ
る
場
所
で
は
、
高
さ
や
他

の
基
準
が
適
合
し
な
い
場
合

に
は
指
導
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。

賛
成
討
論　

こ
れ
か
ら
の
景

観
形
成
の
た
め
に
大
変
重
要
。

隣
接
市
町
と
連
携
を
深
め
、

広
域
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

軸
と
し
て
景
観
全
体
が
著
し

く
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
入

れ
を
し
て
賛
成
す
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
春
男

にかほ市議会だより　第62号　２０２０．５．１　

最低賃金の改善と全国一律制にすることを求める陳情 －

例の一部を改正する条例制定について
にかほ市中小企業振興資金融資あっせんに関する条

令和２年度にかほ市水道事業会計予算について

いて
令和２年度にかほ市ガス事業清算特別会計予算につ
について
令和２年度にかほ市農業集落排水事業特別会計予算
ついて
令和２年度にかほ市公共下水道事業特別会計予算に

令和２年度にかほ市一般会計予算について

について
令和元年度にかほ市水道事業会計補正予算（第４号）

令和元年度にかほ市ガス事業会計補正予算（第５号）
について

予算（第４号）について
令和元年度にかほ市農業集落排水事業特別会計補正
算（第４号）について
令和元年度にかほ市公共下水道事業特別会計補正予
ついて
令和元年度にかほ市一般会計補正予算（第１０号）に
いて
にかほ市農業集落排水事業特別会計への繰入れにつ

にかほ市公共下水道事業特別会計への繰入れについて

について
令和元年度にかほ市ガス事業会計資本金の額の減少

市有財産の無償譲渡について

市道路線の廃止について

市道線の廃止について

定について
ガス事業譲渡に伴う関係条例の整備に関する条例制

にかほの景観を守り育む条例制定について

使用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
にかほ市道路占用料徴収条例及びにかほ市行政財産
定について
にかほ市農業関連施設条例の一部を改正する条例制
について
にかほ市特別導入事業基金条例を廃止する条例制定

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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菊地 衛 議員 佐藤 元 議員 齋藤 光春 議員

佐々⽊ 孝⼆ 議員

⼩川 正⽂ 議員

伊東 温⼦
 
議員

齋藤 進 議員 齋藤 聡 議員森 鉄也 議員

ガス事業→民間へ譲渡 高原の風に触れる 本市活性化に向けて

関係人口の創出

地域おこし協力隊

きめ細かな事業

おたふく予防接種観るから感じるへ出産子育て支援の充実

関係⼈⼝が持つふるさと地域づく
りに期待もするが全貌が良く⾒え
ず不安も残る。地域の
理解が必要不可⽋。

３年間、⼈⼝減少、⾼齢化の著し
い町に都会からやってくる。新鮮
な⽬で⾒るにかほの
情報発信に期待する。

⼈は群の中で⼦育てをしてきた。
社会の変化がそれを疎外し、社会
問題となっている。き
め細かな事業と思う。

インフルエンザやロタウィルス、お
たふくの予防接種費⽤の助成が拡充
されることにより⼦供
の多くも保護される。

バーチャル、ＩＴの時代に五感で楽
しむアウトドア、パーマカルチャー、
⼀次産業とのコラボに
も期待したい。

妊産婦の医療費助成は県内でも先進
的な取り組みであり、安⼼して出
産・⼦育てができる環
境がさらに充実した。

第Ⅰ期総合戦略の検証により策定
された第Ⅱ期総合戦略の具体的施
策がどのくらいの費⽤
対効果をもたらすか。

清算特別会計という初めて経験する
予算で事業売払い収⼊で全てが間に
合い市に２億円余の
余剰⾦が⼊る予定。

アウトドアを観光の⼀環として捉
え、恵まれた⾃然環境を有効に活
⽤できるものと期待す
る事業である。

産後ケア事業
181千円

51,370千円

旧上郷⼩利活⽤事業
委託料

妊産婦医療費助成⾦ 任意予防接種事業
3,732千円2,000千円 8,250千円

アウトドア拠点づくり
基本構想

総合戦略関連予算
2,021,746千円 8,250千円 126,000千円

ガス事業清算特別会計 アウトドア拠点づくり
事業委託料

3,276千円

地域おこし協⼒隊
関連予算
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佐々⽊ 敏春 議員 伊藤 ⽵⽂ 議員 佐藤 ⽂昭 議員

佐々⽊ 春男 議員

佐々⽊ 正勝 議員

国⺠健康保険事業特別会計事業勘定 2,637,514千円

436,764千円農業集落排⽔事業特別会計

2,021,746千円ガス事業清算特別会計

国⺠健康保険事業特別会計施設勘定 73,162千円

329,304千円後期⾼齢者医療特別会計

1,276,491千円公共下⽔道事業特別会計

⽔道事業会計 
収益的収⼊ 618,457千円

収益的⽀出 642,484千円佐藤 治⼀ 議員

宮崎 信⼀ 議員 佐藤 直哉 議員 渋⾕ 正敏 議員

高齢者が元気なまち 出産子育て環境の充実 森林整備意向調査

若者に期待する！屋内運動施設整備事業ふるさと納税倍増へ

商工振興に支援を

移住リエゾンの配置

小中学校エアコン設置 単位：千円

今年度は20〜40代の若者30名程度
を⽬安に⾃らイベントや地域活性
化のための事業を計画・
⽴案してもらう。

⾦浦に建設中の新しい屋内運動施
設によって市⺠の皆様に健康で豊
かな⽣活がもたらされ
ることを期待します。

前年実績３億超えでした。２年度
はさらに倍増⽬指して市のアピー
ル⼜返礼品について
考えましょう。

商⼯振興予算が少ない。地域活性
化のためにも地元企業、企業誘致
を含めた商⼯振興予算の
拡充が必要。

新規事業で、地域おこし協⼒隊と
して、情報発信・移住イベント等
の企画・運営などの
活動に期待する。

先⽣が汗だくで授業する様⼦を聞
いたとき聞いてくれるだけでもあ
りがたいと⾔った先⽣
の声が忘れられない。

元気で活躍し⽀え合う⾼齢者の社
会参加により、⾼齢になっても住
み続けられる「互助の
地域づくり」を推進。

⺟⼦保健事業（ネウボラ）等⼦育て
には福祉医療助成事業、⺟⼦保健事
業や地域⼦ども⼦育て
⽀援等効果に期待。

森林経営管理制度により、対象森
林と所有者の調査を実施して、意
向調査を⾏い、集積計
画策定に取り組む。

⼦育てしやすいまち
7,091千円 2,022,177千円 3,553千円

学校施設整備事業
160,060千円

地⽅創⽣費
3,800千円

魅⼒ある企業づくり
21,571千円

寄付⾦(ふるさと納税) 若者100⼈会議
200,000千円 924,000千円 1,524千円

屋内運動施設建設⼯事

⽣活⽀援体制整備事業
経営管理意向調査
委託料

議会費議会費
134134,84843

総務費総務費
2,411,432,411,434

⺠⽣費⺠⽣費
3,904,933,904,931

衛⽣費衛⽣費
839839,79798

労働費労働費
1212,48488

農林⽔産業費農林⽔産業費
1,047,831,047,835

商⼯費商⼯費
545545,57578

⼟⽊費⼟⽊費
1,124,031,124,037

消防費消防費
564564,65658

教育費教育費
2,479,792,479,794

災害復旧費災害復旧費
1,35359 公債費公債費

1,642,521,642,522

諸⽀出⾦諸⽀出⾦
2

予備費予備費
3030,00000

議会費議会費
134134,84843

総務費総務費
2,411,432,411,434

⺠⽣費⺠⽣費
3,904,933,904,931

衛⽣費衛⽣費
839839,79798

労働費労働費
1212,48488

農林⽔産業費農林⽔産業費
1,047,831,047,835

商⼯費商⼯費
545545,57578

⼟⽊費⼟⽊費
1,124,031,124,037

消防費消防費
564564,65658

教育費教育費
2,479,792,479,794

災害復旧費災害復旧費
1,35359 公債費公債費

1,642,521,642,522

諸⽀出⾦諸⽀出⾦
2

予備費予備費
3030,00000

議会費
134,843

総務費
2,411,434

⺠⽣費
3,904,931

衛⽣費
839,798

労働費
12,488

農林⽔産業費
1,047,835

商⼯費
545,578

⼟⽊費
1,124,037

消防費
564,658

教育費
2,479,794

災害復旧費
1,359 公債費

1,642,522

諸⽀出⾦
2

予備費
30,000

一般会計予算

歳　出
14,739,279千円
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に
か
ほ
市
議
会
の
挑
戦 

～
議
会
か
ら
の
政
策
形
成
～

１．移住・定住施策について～情報発信の改善
　移住・定住施策の推進には、外部への発
信が最も重要である。利用者が一目で自分
の希望する情報を目に出来るようにホーム
ページをリニューアルする必要がある。
　先行・先進自治体も参考とし、とにかく
目に留まるよう視覚的に興味を待たせるこ
と、イメージ戦略の観点からアクセス数の
目標を設定すること、予算的な制約・制限
をいったんクリアして検討することなど、
にかほ市イメージアップのため、さらなる
検討を加えていただきたい。他の施策との
パッケージで、にかほの魅力アップに努め
ていただきたい。

２．仁賀保高校との永続的連携について
①にかほ市と仁賀保高校との連携協定に基
　づき、市と学校、各種団体との交流、共
　催事業を活発化し地域になくてはならな
　い学校像を構築する。
②将来に向けて同校の位置付けを明確にし、
　減少生徒数を確保する施策を打ち出す。
③学校魅力化プロジェクト構想・計画を立
　案、推進できるようアクションを起こす。
④魅力化プロジェクトが加速するようス
　クールコーディネーターを配置する。同
　校と小・中学校のプログラミング教育、
　交流・連携等を推進する。
⑤通学利便のためコミュニティバス活用を
　図る。
⑥他地域・他県からの留学生の受入れ、教
　育環境を誘因とした移住・定住策を導入
　する。
⑦情報メディア科を「メディア観光科（仮
　称）」へ発展させる。

３．図書館機能付き文化施設について
①図書館に限らず複数機能を有する施設で
　もよい。
②将来の人口や財政を考慮した施設・事業
　が望ましい。
③建設後の運営体制も基本計画と同時に検
　討する。
④市内の関係団体の意見や要望を広く収集
　する。
⑤市全体の公共施設の統廃合・整理を公共
　施設等総合管理計画に沿って着実に進め
　ること。

４．観光振興に関する現状・課題及び課題
　　解決のための提案
　観光資源の歴史や史跡・遺跡などにス
トーリー性を持たせた観光案内、展示も効
果的と思われる。蚶満寺周囲に「潟」を復
元し往時を偲ばせる観光スポットとしての
整備など、新たなスポット・ルートの環境
整備も一つになりうる。
　観光スポットの周遊コミュニティバスの
ほか、近隣市町との広域的観光ルートなど
広域観光事業の推進も不可欠である。
　案内看板の見直しや設置個所の再検討、
観光情報提供・発信拠点の見直し、充実強
化が必要。
　市民総観光案内人に向け、パンフ全戸配
布、市民講座など機会を設け、市民が「も
てなしの心」で接することは高感度アップ
につながる。
　廃校の利活用は他自治体の活用事例も多
い。地域のシンボル、コミュニティの場で
あることから、地域の活性化にもつながる
活用を期待する。

提案書の要旨

予　算

執　行

決　算

市民への報告

議会だより
議会報告会など 議会政策検討会議

　

に
か
ほ
市
議
会
で
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
市
民
か

ら
議
会
を
経
て
提
案
す
る
政
策
形
成
」

の
仕
組
み
の
中
で
、
３
月
30
日
に
市

長
へ
政
策
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

（
下
記
参
照
）

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
の
大
き
な
権
限

で
あ
る
、
に
か
ほ
市
の
意
思
決
定
や

に
か
ほ
市
行
政
の
監
視
に
加
え
、
市

民
の
声
を
活
か
し
た
政
策
を
研
究
・

提
案
し
ま
す
。

にかほ市議会のサイクル

政策の

調査・研究

市民の声
ワークショップ
　　　　　など

予算に提案が
反映されているか？

提案した政策の
効果は十分か？

政策を政策を
提案・立案提案・立案

政策を
提案・立案
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佐藤議長から市川市長へ提案書を手渡した



耕作放棄地、空き家を開放！
　農業体験やシェアハウスに

農業・漁業体験から田舎暮らしへ！

フラワーロード、サイクリングロード

起業者を誘致する！

令
和
元
年
度

に
か
ほ
市
議
会
報
告
会

　

（
一
般
向
け
）
概
要

期　

日　

令
和
２
年
１
月
21
日
㈫

時　

間　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会　

場　

金
浦
公
民
館

参
加
者

　

市
民
34
名　

議
員
17
名　

計
51
名

令和元年令和元年度議会報告会（一般向け）度議会報告会（一般向け）令和元年度議会報告会（一般向け）

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

進
行
・
指
導
　
江
藤
俊
昭
氏

　
　
　

（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）

テ
ー
マ

　

Ａ
中
心
街
の
活
性
化

　

Ｂ
中
山
間
地
域
の
活
性
化

「
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
？
」

「
原
因
は
何
か
？
」

「
ど
う
す
れ
ば
解
決
す
る
か
？
」

「
に
か
ほ
を
よ
く
す
る
提
言
！
」

ワークショップ式の議会報告会は3回目。昨年に続いて江藤俊昭氏（山梨学ワークショップ式の議会報告会は3回目。昨年に続いて江藤俊昭氏（山梨学

院大学教授）の指導のもと、会場は熱気と活気にあふれた。院大学教授）の指導のもと、会場は熱気と活気にあふれた。

ワークショップ式の議会報告会は3回目。昨年に続いて江藤俊昭氏（山梨学

院大学教授）の指導のもと、会場は熱気と活気にあふれた。

～あなたの声をにかほの

　　　明日につなげよう～
みらい

市民３４人の声！

声

声

声

声

声

声

にかほ市議会だより　第62号　２０２０．５．１　

九十九島に水を張る！

薬草栽培やマムシ養殖できない？

空き家を活用して
　チャレンジ店舗はどう？

コミバスの経路、時間を改良して！

街なかに親切な案内看板がほしい

商店街に行政拠点を設置できない？

中山間地域の
子どもの生活費をタダに！
移住してこないか？

ふるさと納税の返礼品に
　にかほまでの旅費はどう？

コミバスは商店街を走らせれば？

学生の勉強場所ほしい！カフェも！
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令
和
２
年
最
初
の
定
例
会
を

終
え
ま
し
た
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
世
界
各
国
に
蔓
延
し

経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
に
か
ほ
市
の
中
小
企
業
、

飲
食
、
宿
泊
等
も
打
撃
を
受
け

て
い
る
状
況
で
す
。
経
済
支
援

等
も
思
う
よ
う
に
は
進
ん
で
い

な
い
よ
う
で
す
。
影
響
は
経
済

に
留
ま
ら
ず
、
学
校
も
休
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
自
粛
が
発

表
、
卒
業
生
と
先
生
の
み
の
寂

し
い
も
の
で
な
か
っ
た
か
。
保

護
者
の
方
々
の
心
中
を
察
し
ま

す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
元
気
に
登
校

す
る
子
供
達
の
姿
が
見
ら
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早

い
終
息
を
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
会
広
報
広
聴
委

員
会
は
、
引
き
続
き
市
民
の
皆

様
に
読
み
や
す
い
紙
面
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

委
員
長　

佐
々
木　

孝
二

収　入

交　付　金

2,160,000

120,000

120,000

360,000

360,000

360,000

840,000

調査研究費

871,580

50,528

11,103

0 0

0

0

155,790

152,018

502,141

研　修　費

733,970

64,878

222,364

195,068

251,660

広　報　費

365,448

112,227

0

0

0

75,615

177,606

資料購入費

44,700

2,900

12,800

2,900

8,700

17,400

合　　計

2,015,698

118,306

112,227

246,267

234,305

355,786

948,807

支 出

響

市民クラブ

合　計

会　派　名

日本共産党

創明会

爽　風

公明党

小川　正文／

渋谷　正敏／

佐々木正勝／

宮崎　信一／

齋藤　光春／

佐藤　治一／

佐々木春男

佐々木敏春

議員名会派名

※収支差額の収入超過分は預金利息も合わせて市に返還。
　支出超過分は会派が負担。

創明会

爽　風

市民クラブ

日本共産党

公明党

響

佐藤　直哉

伊東　温子

佐々木孝二

齋藤　　聡
佐藤　　元／菊地　　衛／ 齋藤　　進
伊藤　竹文／佐藤　文昭／ 森　　鉄也

令和元年度政務活動費交付金の執行状況
（Ｒ２．3．31見込み）


